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（力学的負荷に対するラット皮質骨反応に及ぼすエルデカルシトールの影響） 
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審 査 結 果 の 要 旨

 本研究は、6ヵ月齢雌のWistarラットの右脛骨に力学的負荷を加え、皮質骨の骨形成反応

にELDが及ぼす影響を検討したものである。その結果、皮質骨面のELD投与群の左右比較な

らびに群間比較では、力学的負荷における全断面、骨髄面、皮質骨面の全てにおいて力学

的負荷ならびにELDの影響はなかった。外骨膜面（外側および内側）と内骨膜面の観察では、

外骨膜面（外側および内側）と内骨膜面で骨形成面、骨石灰化速度、骨形成速度が力学的

負荷側（右脛骨）で有意に上昇した。ELD投与量の影響については、内骨膜面の骨形成速度

がELD投与により用量依存的に上昇しvehicle群と比較して有意に高値を示し、力学的負荷

とELDの相乗効果を認めた。本論文の内容は、ELDが力学的負荷による内骨膜面の皮質骨形

成反応を相乗的に増強することを初めて示したものであり、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 

2 


